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【基本方針と具体的取り組み】

　施工監督担当者としての経験を生かして国土交通省の
業務に携わりたいという気持ちがあり、当社に入社しま
した。
　現在は国土交通省甲府河川国道事務所甲府出張所で主
に道路許認可審査業務を受け持っています。国道への出
入口の設置申請や、電線やガス管などの占用許可といっ
た多様な案件に対応しています。以前は申請する側に身
を置いていたため、現場のイメージや申請者の意図など
がある程度把握できるところが自分の強みです。双方の
視点を持ち、申請者の気持ちが分かるからこその誠意あ
る対応を心がけています。
　将来的には１級土木施工管理技士の資格を取得し、ト
ップレベルの技術員になっていければと考えています。
国交省の業務に従事する一員としてまだまだ成長しなけ
ればなりません。「君はこの業務から外せない」と思っ
てもらえるように引き続き日々の業務に全力で取り組ん
でいきます。
　発注者支援業務はある程度の経験が求められるので、
経験がないからという理由で悩んでいる就職活動中の学
生もいると思います。私自身も中途採用ではありますが、
入社前は資格もないのにやっていけるのかと不安でし
た。実際は手厚い研修制度もあり、さまざまな業務を経験
して一人前の技術者になれる環境が整備されています。
ぜひ勇気を出して一歩踏み出してみてください。

　現在、群馬県にある国土交通省利根川ダム統合管理事
務所八ツ場ダム管理支所でダム管理支援業務に従事して
います。
　ダム管理支援業務とは、ダムの運用管理を通じて皆さ
まの安心・安全な暮らしを支える仕事で、堤体の維持管
理やダム湖の確認、流入出量の計測などを主に行ってい
ます。これまでに印象に残っているのは試験湛水時の点
検作業で、ダムの中を隅から隅まで歩いて行う一回２時
間の点検を一日に３回行いました。試験湛水とはダム完
成時に堤体や放流設備などが安全に運用できるのかを段
階的に水を入れて検証する作業です。試験湛水に限らず、
１回目の点検を右岸から開始した場合、次は左岸から作
業をするなどの工夫をして見落としがないように注力し
ています。
　またダムに一定量以上の流入があるときに下流に流す
水量を調節する洪水調節も大きな責任とやりがいを感じ
る仕事の一つです。１分間の流入量やその日の天候など
から、どのくらい水が入ってくるのかを予測して分間
隔でゲートの放流操作の準備をしています。
　今後は実務経験を積んでダム管理技士の資格を取得
し、どこのダムに行っても通用する技術を身につけてい
きたいと思います。

　長野県内で土木業を営む家系で育ってきたので、自然
にインフラを整備する仕事に就きたいという思いを持っ
ていました。
　半年間の新人研修や東京支店での技術審査支援業務を
経て、今年５月からは、国土交通省東京国道事務所品川
出張所で主に工事監督支援業務を担当しています。特定
分野の施工に深い知識を持つ建設会社と、インフラ整備
という分野で幅広い知識を持つ私たちの協力によって、
より良い工事を行えるところにおもしろさを感じていま
す。一方で自分より深い知識を持っている技術者の方々
とともに仕事をすることとなり、まだまだ自分自身の知
識量の少なさを日々痛感しています。
　今年開催された東京オリンピックに関する業務はとて
も印象深い仕事の一つでした。国道を利用する競技や催
しが滞りなく開催できるように点検や清掃、街路樹の剪
定（せんてい）などの手配をしました。おそらく今後の
人生で二度とない仕事だったので、貴重な経験だったと
実感しています。
　社会資本の一つである道路では通行を止めてはいけな
いのが大前提です。台風や震災などの発生時に、迅速に
対応し人々が快適に過ごせるようにするのが、道路管理
者の仕事だと認識しています。まずは１級土木施工管理
技士の資格を取得して工事を一人で任されるようにな
り、会社や地元を支える人材になりたいと考えています。

　農業高校出身で土木や砂防について一通り学んできま
した。卒業後は別業種の仕事に就いていましたが、「人
の役に立てる仕事をしたい」という思いから当社に入社
いたしました。
　現在は国土交通省相武国道事務所日野出張所で道路許
認可審査業務を担当しています。主な業務としては国道
の占用や利用の申請・許可、相談対応などになります。
企業の方から一般の方々まで多くの人と接する機会が多
いため臨機応変な対応が常に求められます。最初は戸惑
うこともありましたが、先輩方の丁寧な指導のおかげで
できる業務も増えてきました。特に一人で業務を達成し
た時に得られる経験は何ものにも代えがたいです。また
働き始めてから「管路はどのように入っているのか」と
いうのが自然と気になるようになり、道路や街の見方が
変わりました。
　日野出張所が管理する一般国道号は、東京都世田谷
区給田の区境から神奈川県相模原市緑区の山梨県との県
境までとなり、同じ国道内で片側２車線ずつの広い道路
から大型車両がすれ違うのも難しい道幅の箇所もあるな
どの特徴を持ちます。こうしたバラエティーに富んだ国
道での仕事に従事しているところにもおもしろさを感じ
ています。
　２級土木施工管理技士の資格を取得し、会社に貢献で
きる人材になるのが当面の目標です。将来的には１級土
木施工管理技士の資格を取得し、さまざまな仕事に挑戦
していきたいと思います。

　「工業高校で学んだ知識を生かしたい」と就職活動を
する中でＫＣＭを知り、恩師から後押しもあって入社を
決めました。工事監督支援業務や河川巡視業務など業務
の内容が幅広く、いろいろな仕事ができるところも魅力
の一つです。
　現在は国土交通省利根川上流河川事務所大利根出張所
で堤防の拡幅など堤防補強工事の工事監督支援業務に従
事し、品質・工程・安全管理を担当しています。堤防補
強では盛土工事がメインとなるため、施工管理や品質管
理に加えて完成後の維持管理が特に重要になります。利
根川は首都圏を支える重要な河川で、なかでも本出張所
の管轄区域は利根川中流部の要とされており、こうした
重要な場所での経験を生かして一目置かれる技術者にな
りたいと思っています。工事監督支援業務だけでなく、
河川巡視業務やダム管理支援業務など幅広い業務を経験
して、知識と現場両方の視点を持つ管理技術者を目指し
ています。
　私の世代は会社にとって初の高卒採用でした。入社前
は不安もありましたが、人事の方に相談に乗っていただ
いたり、ビジネスマナーから専門知識まで幅広い研修が
行われたりするなど当社では新卒でも安心して働ける環
境が整っています。かつての建設業界はきついというイ
メージがありましたが、どんどん新しい技術が開発・導
入され、省力化が進んでいます。ぜひ自分の目で現場を
見て判断してほしいと思います。

横浜環状南線栄ＪＣＴ
写真提供：横浜国道事務所

八ツ場ダム
写真提供：利根川ダム統合管理事務所

【ＫＣＭの企業理念】
技術とサービスをもって誠実に
事にあたり、地域社会並びに国
土の発展に貢献する
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